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香川大学教育学部長・教育学研究科長　山神　眞一
（教育・昭和55年卒）

「温故知新」の精神で「活気と夢のある」母校を

松楠会の皆様には、日頃より母校へのご理解とご支援
を頂き、誠にありがとうございます。平成27年度を迎え
て、学部の現状と今後についてご報告させて頂きます。
まず、平成27年度の方針として「『教職員一丸』となっ
て『活気と夢のある』教育学部・教育学研究科・附属学校
園を創る」を掲げました。そして、「着眼大局・着手小局」
に則った運営に務め、学部・大学院改革を着実に推進し、
学部・大学院のさらなる発展を目指すことを謳いました。
教育学部・教育学研究科改革に関して平成27年度実施
となった事項は、大きくは以下の3つです。
１.学校教育教員養成課程の学生定員増（130名から
160名へ）

２.附属教育実践総合センターから附属教職支援開発
センターへの改組

３.教育学研究科の改組（教科教育専攻の大括り化・教
職大学院設置）の申請結果待ち

学校教育教員養成課程の学生定員増に伴い、校種毎の
コース制（幼児教育コース・小学校教育コース・中学校
教育コース）とし、特に小学校教育コース（学生定員105
名）を強化しました。大学院に関しては、平成28年度改
組を目指して、専攻を学校教育専攻、教科教育専攻、学

校臨床心理専攻の3つにし、既設の教科教育専攻をいく
つかの専修を合わせた大括り化（言語系教育コース、社
会・生活系コース、理数・情報系コース、芸術・スポー
ツ系コース）、及び日本語教育の分野としての新設を予
定しています。また、平成28年度には、既設の改組と共
に教職大学院（高度教職実践専攻：仮称）の新設を予定し
ています。学部においては平成27年度が、また、大学院
については平成28年度が大きな節目になります。今後は、
この節目を大切にしながら母校のさらなる発展のため尽
力してまいります。
香川大学教育学部・教育学研究科は、松楠会の先輩方
が築いて来られた歴史と伝統をしっかりと受け継ぎなが
ら、時代に即応して新たな歩みを進めていきたいと考え
ております。
換言するならば、「温故知新」の精神で邁進し、「活気
と夢のある」母校を目指します。そして、香川県を中心
に地域から愛され、期待される香川大学教育学部・教育
学研究科・附属学校園を関係者の総力を結集して創り上
げていく所存です。
松楠会の皆様にはどうか今後とも母校を応援して頂き
ますようお願い申し上げます。
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だれのための支援活動 香川　孝典（学芸・昭和32年卒）

平成26年度松楠会支援事業

竹細工で支援活動をしているとは言うが、竹細工の内容は一番簡単な竹トンボ
（時には干支）作り。だが、実はこの活動を通して私自身が材料作りの楽しみや子
どもたちとの触れ合いの楽しさを味わわせてもらっている。作業をしている時の
子どもたちの表情。やり方は理解できても、馴れない作業に苦労しながらやっと
完成。飛んだ時のうれしそうな大声！などなど。子どもたちの素ぼくでかわいい
姿に接することが楽しい。
後日、児童からもらった感想文の一部を抜粋して紹介する。

◎竹トンボの作り方を…ありがとうございました。難しかったこと二つ…、一つ目はアルコールランプで竹を曲げる所…。
火が熱くて…香川先生が手伝って…できました。二つ目は竹をナイフでけずる所…なかなかできなくて…先生が分かり
やすく教え…、よく分かりました。…とてもよく飛びました。材料もいろいろ用意して下さって…。
◎簡単だなぁと…いざやってみるととても難しかった…でも、できてうれしかったです。
◎昔の遊びもいい。自然に触れ合える…今度は家でもやりたいな。
小学校等への支援活動は、実は私自身への支援活動でもあると思っている。材料を準備する時間が楽しく過ごせると共
に、それは手を使うことであり、頭脳の活性化でもある。また、道を歩いていると偶然出会った子どもたちから「竹トン
ボの先生！」と、声を掛けられることもうれしい。これらは支援活動をさせてくれているおかげだから、これからも学校
等への支援のみとは捉えず、自分自身の老化防止、認知症予防のための大きな支援活動でもあると捉えて頑張りたい。そ
して、続けられる限りこの活動に参加したいと考えている。

菊池寛に学ぶ演劇体験 六車　健（教育・昭和52年卒）

定年退職前に新しい取組に挑戦することができたのも、ひとえに松楠会支援事
業のお陰です。菊池寛の作品を小学生が演劇体験して地元で上演する活動により
10万円の補助を受けました。
出し物は「蘭学事始」。オランダ語の医学書を翻訳した江戸時代の話で、“フル

ヘッヘンド”の話題は今も６年生の道徳で扱われています。菊池寛の原作による
と、杉田玄白と前野良沢の目指す方向が異なり翻訳が行き詰まりかけた時、平賀源内が助け舟を出したというのです。菊
池寛自身も困った時に助け舟が現れたそうです。花園小学校５年生を対象とした演劇体験でもいくつかの助け舟がありま
した。
まず、台本は旧四番丁小学校の「菊池寛まつり」で上演されたものを基にすることができました。演劇指導では、アマチ
ュア劇団主催者が校区にお住まいで、児童に直接教えていただく機会がありました。苦労したのが衣装探し。古着屋を数
軒回った末に偶然、新聞広告で古着バーゲンセールを発見。七五三の着物などを買い込み、いよいよ練習に拍車がかかり
ました。上演先は児童の希望を優先したところ、地元の高齢者施設３か所と幼稚園・保育所３か所が快く引き受けてくれ
ました。高松市教育委員会が菊池寛の生き方に学ぶ「寛学（かんがく）」を重点活動に取り上げており、花園小学校の演劇体験
も「ふるさと学習」として、夕方のＴＶニュースで紹介されました。演劇体験により児童が成長する様を目の当たりにし、
私は退職後も地域の一員として子どもたちにかかわることができれば、と思った次第です。

新たな一歩「研究交流会・公開講演会」
平成26年度のあしあと

新たな試みとして、研究交流会・公開講演会が、香川大
学教育学部附属教育実践総合センターと松楠会との共催と
して、平成27年２月７日に新施設のオリーブ・スクエアで
開催されました。当日は、満席状態となり大盛況でした。
シンポジウムに先立ち、「はじめまして交流」として、参加
者が互いに交流する場面が設けられて、笑顔があふれ楽し
い会話の機会となっていたようです。
シンポジウム１では、「香川の魅力を歴史から」と題して、
特に『新版　香川の歴史ものがたり』の内容や執筆での苦労
話も交えて、シンポジストから多彩な話題が提供され、フ
ロアーからの質問や郷土香川の魅力に関して意見等も活発
に出されました。

シンポジウム２では、「道徳の教科化をめぐって～若年教
員の道徳授業力向上～」と題して、「道徳の教科化」に関して
様々な視点から話題提供や質疑がなされ、新規採用教員の
方も参加して熱心に聴く姿が印象的でした。
講演は、前香川県教育委員会教育長の細松英正様から、「す
ばらしき郷土香川の魅力と教育」と題して、香川の教育の現
状に関して、大変広い視点と深い洞察力で分かりやすく整
理して話をしていただきました。聴講者のアンケートから
も大変高い満足感とともに、今回の企画に対して賞賛の声
をいただきました。講演内容は、まず、教育長６年間の教
育行政をふり返りながら、不易と流行や教育力評価の３要
素などについてユーモアを交えて話されました。続いて、
道徳についてのご自身の思いや新版『香川の歴史ものがた
り』についての思いにもふれられました。
各々の話題に関して、具体的な事例等を
示しながら話されたので、参加者も香川
の教育の現状や今後の課題に関して重要
なポイントを伺うことができ、大変有意
義な講演会となりました。

（植田和也）

松楠会報第52号 3



本年3月で定年退職いたしましたが、これまで9年間
教育学部でお世話になりました。
小学校や中学校の教員養成という難しい部局に着任

し、教育というものについていろいろと考える機会が
持てたことを有難く思っています。それまでは、専門
の物理学を理工系の学生に教える立場で、やるべきこ
とは至って単純で、学生が系統性を持った理解ができ
るように説明することに尽きます。学生本人が努力し
ないと理解できるようにはならない。それに比して、
初等中等教育の教員養成教育の持つ多面性とでも言う
ような難しさがあります。教師とは何ぞやということ
に還元されるのでしょうが。
一番分かり易い難しさは、教科の内容についてです。

「物理現象を分析的に考える力はついただろうか？」否、
そこまでは要求しすぎだろう。彼らは、物理だけでなく、
化学も生物も地学もやるのだから。小学校なら、国語
も社会も。しかし、教科の内容については、目的地は
明確です。沢山勉強すればするほど良いのですから。
他方、難しいことの一つは、多様な子どもと多様な

側面で教師－児童・生徒としての構造に立脚して接す
る職業である教員、教員を養成するとは何を心がける
ことなのかという問いであると思えます。何をするか
といった明確な表現が出来ない、せいぜい何を心がけ
るか。
この人類の知性の継承にかかわるこの問題を、近年

の一つの方向に収束させようとする潮流に飲み込まれ
ていくことを危惧しています。この潮流の中では、過
度の競争原理と商業主義によってドリフトされた狭い
視野の教員が望ましいでしょうから。
とはいえ、学生諸君とはゼミや卒業研究においての

みならず、バドミントンをしたり、たこ焼きのパーテ
ィーに呼んでくれたり、誕生日や退職の記念の会を開
いてもらったり、9年間楽しい経験や思い出が出来まし
た。研究者を志した人生において、研究の楽しさに勝
るとも劣らない思い出です。高い視座を持った賢明な
社会人となって、活躍してもらいたいと願っています。
最後になりましたが、松楠会の皆様のご活躍とご多

幸をお祈りいたします。

本年3月に65歳で定年退職しました。松楠会の皆様方
には長きにわたってお世話になりました。心より御礼
申し上げます。お陰様で、心身ともにいたって健康な
まま定年を迎えることができました。
教育学部での教員生活は、昭和56年（1981）5月着任以
来、33年11か月となります。この間、学生諸君と学部
のためにどれほど貢献できたか、いささか心もとない
感もありますが、教育と研究に充実した日々を送らせ
て頂きましたことありがたく存じております。

教員生活を振り返り見ますと、教職を目指す学生諸
君をはじめ、みずからの進路を見定めて日々の取り組
みにいそしむ学生諸君とともに充実した時間を過ごせ
たことをつくづく幸せに思います。
着任以来一貫して教員養成課程の教員として勤務し
たため、教育現場で活躍する卒業生の皆様方とは、研
究会をはじめ、いろいろな機会にお会いすることがで
きました。
やはり教員にとっては、卒業生の活躍する姿に接す
るのが一番の喜びです。それは、教職に就いた人に限
りません。それぞれの選んだ道をしっかり歩んで頂い
ておれば、教員にとってはありがたいことです。
定年後も、これまでどおり香川県に住んでおります。
当分の間、従来通り各種のセミナー等、もっぱら生涯
学習にいそしみます。機会があればまたお会いしてい
ろいろとお話を伺いたく思っておりますので、その折
にはお声掛け頂きますよう、宜しくお願いいたします。
最後になりましたが、松楠会の皆様方の益々のご健
勝とご多幸を心よりお祈り申し上げます。

今年三月末日をもって香川大学教育学部を退職いた
しました。昭和52年4月1日に助手として赴任し、以来
38年間にわたり数学教室に所属し、主として代数学を
担当してまいりました。在職中には教職員の皆様をは
じめ多くの方々からご支援を賜りあつくお礼申し上げ
ます。
永年住んでいた研究室の片付けはかなり厄介でした。
私物も沢山あり、昨年の暮れ頃から勤務日には毎回少
しずつ荷物を自宅へ運び何とか間に合いました。持ち
帰った荷物の整理をしていますが、その中には懐かし
い書類や写真が多々ありました。着任して十年ほどの
間は数学教室の教員もおおむね若かったためか各ゼミ
ごとにそれぞれ小旅行に出かけていました。私には城
崎、那智の滝、福井・金沢へのゼミ旅行が特に印象深
い思い出として残っています。
3月7日に行われた私の最終講義に際しては、数学教
室の先生方および数学研究室の学生さんに大変なお世
話をしていただきました。また、嘗てのゼミ生の皆さ
んをはじめ出席していただいた方々には心より感謝し
ております。最終講義『数学の不思議さ、面白さ』では、
ゼミを通して学生さん達と一緒に組んだパソコンのグ
ラフィックス・プログラムを実行しながら幾何的内容
を説明しました。退職した今は自由な時間が多いので、
数学の不思議さ・面白さを味わえる材料を引き続いて
探そうと思っています。
わずか近年の4回ですが、「未来からの留学生」の講座

『図形の不思議さー正多面体』を担当しました。小学生
が各々展開図を折り各辺にテープを苦労しながら貼り
付けて5タイプの正多面体を作り、そして真剣に頂点や
辺の個数を数えている姿を見ながら、もっと前からこ
のような講座を開いておけばよかったと思った次第で
す。
4月以来、医療系の専門学校等で『数学』と『統計学』の
講義を担当しています。健康のことも考え、このとこ
ろ毎日一時間ほど山道や田舎の道を散歩しております。
散歩中、絶え間なく聞こえる鶯や雲雀の鳴き声を楽し
んでいます。また、香南町の由佐城で月に一回開かれ
ている茶会にも散歩をかねて出席しています。

礒田　　誠

意義深い9年間

藤田　和憲

定年を迎えて

田中　健二

退職のご挨拶

教退 員職転
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発達支援の理念に基づき、通常の学級における特別支援教
育と道徳教育を特色とした専攻共通科目群を編成します。
コースとしては、学校力開発コース、授業力開発コース、
特別支援教育コーディネータコースを設置する予定です。
教職大学院が従来の大学院と大きく異なる点は、①講義や演
習等が学校現場の課題を解決するためのより実践的な内容と
なること、②課題を解決するために
大学教員と協働的に取り組む実習
が設定されること、③修士論文がな
いことです。
正式な設置が認められた場合は、
平成27年秋に募集要項を配布予定。

最後になりましたが、松楠会の益々のご発展と会員
の皆様のご多幸をお祈りいたします。

交流人事教員として、平成24年度から平成26年度ま
での3年間、香川大学に勤務する機会をいただきました。
松楠会を始めとする香川大学関係の方々には、大変お
世話になりました。香川大学とは、附属高松小学校勤
務の時に続き、2度目のご縁でした。今回は、教員をめ
ざす学生を直接指導するということとなり、任期とな
る3年間、実践の場である学校の様子などについて授業
を担当させていただきました。教える立場ではありま
したが、逆に私自身が教えていただくことばかりでし
た。貴重な経験をさせていただき、本当に感謝してお
ります。また、公立小学校の教員では関われない様々
な人たちとの関わりをもてたことも財産となりました。
しかし、何よりも、これから同じ職場で共に働くこと
になる学生たちと関わることができたことは一番の喜
びです。
私は今、高松市立牟礼南小学校の校長職を任され、
学校づくりに励んでおります。近年の学校は、若年教
員が非常に多くなっており、本校にも5年経験未満の教
員が3名配置されております。大学で教えてきた学生と
年齢の近い人たちですので、教室で子どもたちを教え
ている姿を見て、大変近しい気持ちをもってみてしま
います。つい学生に接するように声をかけることもあ
りますが、指導してきた学生と重なるところがありま
すので、丁寧になりすぎるかと思われるほど関わって
いるように感じます。
これからは、若年教員の数がどんどん増えてきます。
香川大学出身者には、その若年教員のリーダーとして、
香川の教育界を今まで以上に引っ張ってもらいたいと
思っています。大学は離れましたが、今の職を生かし、
香川大学に少しでも恩返しができればと思っておりま
す。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

最後になりましたが、松楠会の皆様のご健勝とご多
幸を心よりお祈り申しあげ、お礼のことばといたしま
す。ありがとうございました。

本年3月に香川大学を離れました。7年間お世話にな
った皆様の顔を思い浮かべると寂しい気持ちで一杯で
すが、また新たなチャレンジをしていきたいと思って
います。
7年前、神戸市の小学校教員から香川大学の教員に転
職してから、自分には「想定外」なことが続きました。「生
徒指導・生活指導」が必要な大学生に結構な頻度で巡り
会うこと、それまでの小学校の45分授業から大学の90
分授業にかわっても時間が足りなくなることがあるこ
と、案外自分が寂しがり屋であったこと、麺としての格・
味は絶対そばの方がうどんより上という認識がひょっ
としたら誤りではないかと疑いだしたこと…、などな
ど。
こういった「想定外」は、最初は適応するのに必死で
したが、保健体育講座の先生方を始め、教育学部の先
生方・事務の皆さんに支えられて、今では「想定内」が
かなり増えたと思っています。もちろん、お気に入り
のうどん屋さんで食べる讃岐うどんが、蕎麦よりも美
味いということも今では「想定内」です。少しは経験値
が上がったのかなと思っています。
 4月より自分が長く教員をしていた神戸の地に戻り、
神戸親和女子大学発達教育学部児童教育学科で新たな
スタートを切っております。神戸市北区にある小さな
私学ですが、教員養成に力を入れている大学です。香
川大学で経験値を積ませていただいて「想定内」になっ
たことを活かすとともに、新たな「想定外」を楽しみな
がらチャレンジしていき、関西の教員養成に自分なり
に尽力しようと思っています。
7年間、本当にありがとうございました！

岩島会長より卒業生への祝辞

香川大学大学院教育学研究科
高度教職実践専攻（教職大学院）
平成28年4月設置予定

教育学部卒業生を送る会並びに
松楠会入会歓迎会を開催

田中　　聡

香川大学教育学部、
ありがとうございました！池西　郁広

感謝の3年間
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高松

穏やかなひと時を
今年は春らしい日の訪れが四月の下旬になってしま
いました。ここ数年、集中豪雨・台風・気温の上昇等、
気候の様子が平年の状況と大きく変わる傾向が強くな
っております。
また、世の中の出来事も、従来の経験からの予測を
はるかに超える（思わしくないほうに）ことが増えてお
ります。
そのためか、なんとなく落ち着かない、不安定な空
気が私たちの周りに充満しているような気がしてなり
ません。
支部総会・懇親会に参加してみませんか。何十年と
いう長い時間の積み重ねが醸し出す穏やかで、温かい
雰囲気の中に身をおくことで、潤いや安らぎを感じて
いただけるものと思います。そうした輪が少しでも広
がってくれればと願っています。
27年度の高松支部総会では、指導要領の改訂にかか
わる講話を大阪教育大学 峯 教授（附属平野小学校長）に
お願いしております。
参加をお待ちしております。

山下　祐一（教育・昭和43年卒）

丸亀

平成26年度の丸亀支部総会は、8月18日（月）13：00よ
り、西山徹副会長を来賓に迎え、丸亀市生涯学習セン
ターで開催しました。
ご逝去なさった先輩への黙祷、米寿の会員に記念品
の贈呈を行いました。議事は、25年度の事業報告、決
算報告、監査報告、26年度の事業計画・予算案審議と、
とどこおりなく進行しました。
総会のあとは、「家庭にあるもので、おもちゃをつく
ろう」のテーマで、工作をしました。乳酸菌飲料の容器
を使ってのひっぱりブンブンゴマは、昔なつかしいお
もちゃです。また、チューリップ型の風車を作りました。

型紙を切ったまではよかったのですが、はなびらの部
分を作るのに苦労しました。分かってしまえば簡単な
のですが、型紙をねじって接着する方向がややこしく、
時間がかかりました。でも楽しく、孫へのおみやげが
できました。
続いて行われた懇親会も、同期生、先輩・後輩の別
なく、思い出話を語って、過ごしました。来年の再会
を約した楽しい半日でした。

前田　伸雄（学芸・昭和40年卒）

坂出

松楠会坂出支部の平成26年度の会員は、現職123名、
OB139名の計262名です。22のOB地区と21の学校地区
による構成で、事務局を附属幼稚園に置いています。
平成26年度は、附属幼稚園において、6月中旬に役員
会を行い、6月29日（日）には坂出支部評議員会を開きま
した。
坂出支部総会は、9月7日（日）に開催いたしました。
ご来賓といたしまして、本部より小比賀俊彦松楠会副
会長様、田中栄美子学内理事様のご臨席をいただきま
した。総会においては、平成25年度事業報告・会計報告、
平成26年度事業計画案・予算案審議、役員改選等が行
われました。
総会に先立ち、教育視察を行いました。今年度は、
東山魁夷せとうち美術館を訪れ、東山氏の作品鑑賞を
いたしました。東山すみ夫人より、寄贈されました版
画作品の中から、第Ⅱ期テーマ作品展として、「季節を
まとう木々の装い」、「魁夷の筆あと／スケッチと版画
より」を楽しむことができました。また、天候に恵まれ、
眼前に広がる海に大きく瀬戸大橋を望め、美術館テラ
スにて、会員の方々の語り合う、ゆったりとしたひと
ときを過ごしました。
その後は、坂出プラザホテルで懇親会を行いました。
近況等を語り合いながら、終始和やかな雰囲気で会を
もつことができました。香川大学よりお知らせのあり
ました「ホームカミングデー」についての話にも、ご関
心をもたれる方もいらして、先輩の方々とのつながり
を強く感じさせていただきました。
今後とも、支部会員の皆様や本部の皆様のご意見を
賜り、充実した運営を図りたいと考えております。よ
ろしくお願いいたします。
倉野　晴代（教育・平成3年卒・香川大学教育学部附属幼稚園）

り支 部 だ よ

takamatsu支 部

sakaide支 部

marugame支 部

Syounankai6



大川

平成26年度松楠会大川支部総会は、8月24日（日）に、
さぬき市クワパーク津田にて開催されました。松楠会本
部から岩島卓男会長、植田和也理事をご来賓としてお招
きし、24名の会員の出席をえて、盛大に行われました。
総会では、平成25年度の事業報告、会計報告、平成
26年度の事業計画、予算案等について協議し、最後に
役員改選を行いました。記念講演には、香川大学に関
わる先生という点から、教育学部教授 田中健二先生に
「『讃岐国絵図』にみる近世初期の東讃岐の姿」と題して、
ご講演をいただきました。
大川支部の平成26年度の会員数は、403名（OB会員
217名、現役会員186名）でした。今後とも会員相互に連
携を深めるとともに、先輩の先生方や本部の皆様の指
導を賜りながら、会員の研修、懇親の場として充実し
た運営を進めていきたいと考えています。

木村　彰伸（教育・昭和57年卒・さぬき市立造田小学校）

小豆
近年、小豆支部
の会員数は現職、
OB共に減少が続
いています。平成
26年度の会員数は
現職65名、OB98
名の計163名となっ
ています。昨年よ
り17名少なくなり
ました。
平成26年度松楠会小豆支部総会は、8月20日（水）に
土庄町にある小豆島グランドホテル水明で開催されまし
た。9名の会員が出席し松楠会本部から森美智子副会長、
小豆支部担当の片岡元子理事のご出席を賜りました。総
会では、会則に定める目的達成のための事業を実施する
計画を検討して欲しいという意見がでました。例えば、
何かの行事に協賛するとか、援助をするとかです。
総会に引き続いて懇親会が開かれました。来賓の森
副会長のご挨拶、片岡理事の乾杯とつづき、会員みな
さまの現状報告や県下の情勢、思い出話などで終始和
やかなひと時をもつことができました。
今後とも、現職会員との連携を深め、先輩の先生方や
本部の皆様のご指導を賜りながら、会員の研修、懇親の
場として充実した運営をしていきたいと考えています。

三木　吉昭（学芸・昭和39年卒）

木田

平成26年度の木田支部の主な活動は、7月の役員会の
実施と8月の総会・懇親会並びに教育講演会の開催です。
8月28日の総会はトレスタ白山で開催し、ご来賓として
松楠会本部より西山徹副会長様、西田智子学内理事様
にご臨席いただき、ごあいさつやご助言をいただきま
した。また、総会後の懇親会では昼食をとりながら、久々
に顔を合わせた会員同士で近況を報告したり、昔の思
い出話に花を咲かせたりして、楽しい一時を過ごすこ
とができました。午後からは会場を三木町文化交流プ
ラザに移し、木田教育会・木田地区医師会との共催で
教育講演会を開催しました。講師には鳴門教育大学教
授の井上とも子先生をお招きして、「発達にアンバラン
スさのある子どもの理解と支援」と題してのご講演をい
ただきました。専門的な話から具体的な対応の仕方ま
で、幅広く私たちが知りたいことや学びたいことにつ
いて紹介してくださり、大変有意義な時間になりまし
た。教育講演会には現職の幼稚園・小・中学校の教職
員や保護者にも声をかけ、100名を越す参加がありまし
た。今後も会員の親睦を深めたり、教育課題について
学んだりする機会になればと思っています。

山地　茂之（教育・昭和60年卒・三木町立平井小学校）

香川

香川支部の平成26年度の会員は、現職会員76名、OB
会員51名、計127名です。会員相互の親睦を図り、本部
と連携しながら地域の教育振興に寄与することを目的
として活動しています。
平成26年度は8月2日（土）に支部総会を開催しました。

ご来賓として本部より大山正子副会長のご臨席をいた
だきました。
総会終了後、教育学部准教授植田和也先生から「子ど

もの心を育む」という演題で講演をしていただきました。
大切にしたい五つの心得として
１　指導していることが自分はできているのか。

okawa支 部

syozu支 部

kita支 部

kagawa支 部
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２　環境を整えているか。
３　微笑みをもって臨んでいるか。
４　目を見て話しているか。
５　手を合わせているか。
　　喜び、願い、祈り、祝いの様々な場で。
「それにしても、大人としての品格」
改めて、心に染み入るお話でありました。

妹尾　長（教育・昭和34年卒）

綾歌

平成26年度の綾歌支部の総会は、8月26日綾歌町の「み
ゆき」で本部理事長佐藤明宏様、副会長小比賀俊彦様を
お迎えし、旧綾歌郡6町の理事等の出席で開催しました。
物故者への黙祷に始まり総会行事を進行し、決議しま
した。その後毎年恒例の講演会に移り今年は香川大学
教育学部の教授である佐藤明宏先生より、松楠会本部
の活動状況や、大学の特色ある取り組み、そこに学ぶ
学生諸士の様子や特性等をお話しいただき、興味深く
拝聴しました。
これまでの総会行事の反省として参加者が限られて
おり、活動内容も見直したらとの意見もあり、参加者
の拡大を図り、会員相互の交流をより一層深めていく
ことにしました。
参加者が興味を持って取り組める内容にし、率直に
話し合ったり相談したりできる場を設けたいと考えて
おり、その際、現職会員の参加を大いに呼びかけたい
と考えています。
また、現職会員とOBの現況報告や意見交換をする「支

部だより」を発行し、交流をより深めていくことも考え
ております。

谷澤　俊紀（学芸・昭和40年卒）

仲善
仲善の仲間たちは、26年度OB216名・現職会員179名
で、いつも笑顔がいっぱいです。年に2回の会合は、先
輩に、そして後輩の人たちとお会いするうれしい時な
のです。わたくしたちの会合は夏の総会とお正月の新
年会の2回を役員のみなさん・会員の方々の協力で盛り
上げています。
夏の総会においては、香川大学・仲善教育会・現職
校長会の先生方をお迎えし、長寿会員への米寿記念品
の贈呈・ご逝去なさった先生方のご冥福を祈り、総会
を始めます。総会の議事終了後は、香川孝典先生のご
指導の下、その年の干支の動物の竹細工作りを楽しみ、

可愛い置物に満足します。
26年8月10日は台風11号に
より中止となりとても残念
でした。
新年会は、岩島松楠会会
長様・大西仲善教育会会長
様・山本仲善小学校長会長
様をお迎えし、開催しまし
た。祝演では、田中先生の
吟詠「九段の桜」・多田先生
のヴァイオリン演奏「チゴ
イネルワイゼン」をお聴き
し、最後は私たち全員で、
香川大学歌・学生歌・松楠
同窓生（高校3年生の替え
歌）で盛り上げ祝宴の交流
の場でも楽しく歌い満足
し、「また来年ね」で解散します。この会は10年ほど前
までは40人以上の方の参加でしたが、近年は、香大卒
の若年者が減少したことにより参加者が少なくなり30
人を割ることがあります。60代の会員の参加を募り、
笑顔と元気を盛り上げようと努力中です。

小亀　惠美子（教育・昭和48年卒）

兵庫

兵庫支部紫雲会は、年1回の定期総会を開催し続けな
がら、ここ数年は若い会員を対象にした懇親会も開催
しています。
26年度の総会は、初めて姫路市にて開催しました。
姫路の森先輩のお世話で、「イーグレひめじ」で、姫路
城を眺めながらの総会でした。「松楠会」本部より、西
山副会長をお迎えし、12名の参加者のもと、和気藹々
とした雰囲気の中、懇親を深めることができました。
たまたま、NHKの「軍師官兵衛」が放映されていて、「ひ
めじの黒田官兵衛大河ドラマ館」を見学することもあり
ました。
懇親会は、参加者一人一人が近況を話していく中で、
香川大学時代の思い出話にも花が咲きました。
若手懇親会を企画しましたが、若い方の申込みが0名
のため、やむなく中止いたしました。内容、日程を再
度検討して、27年度は実施したいと考えています。世
代を超えた交流も目指している兵庫支部の素晴らしい
取り組みではないかと自負していましたが…
27年度の総会は、6月20日（土）に神戸市三宮の「西村
屋ダイニング」にて開催予定です。同じ釜の飯を食べて

り支 部 だ りよ
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tyuzen支 部

hyogo支 部










